
阿久比町 公共交通再編計画（案）

令和7年12月 阿久比町 防災交通課



１．上位関連計画等における公共交通に関する記載
（１）第６次阿久比町総合計画（抜粋）

目指す将来像 ・高齢者や子どもなど地域住民や来訪者の利便性や快適性が配慮された公共交通ネットワークが形成されたまち

基本方針 ・循環バスをはじめとする公共交通機関の利便性向上を図るとともに、駅前広場や駐輪場等の整備や公共交通機関
周辺のバリアフリー化を推進するなど、安全・安心に生活できるまちの形成につなげます。

（２）阿久比町都市計画マスタープラン（抜粋）
将来都市構造の
基本方針

・既成市街地や集落地における生活環境の向上に向けて、公共交通ネットワークの充実や生活道路の改善を図ります。
・名古屋市と結ばれる名鉄河和線の代表的な玄関口である阿久比駅・巽ヶ丘駅周辺の交通機能の強化を図ります。

②交通拠点
知多半島道路阿久比IC周辺及び名鉄河和線阿久比駅、巽ヶ丘駅周辺を「交通拠点」と位置付け、県域を越えた広域的な移動・交流
の促進や交通機能の強化を促進します。
④鉄道（名鉄河和線）
名古屋市に直結し、通勤通学の足となっている名鉄河和線は、広域的な公共交通軸として、輸送力の維持・保全を図ります。

整備方針
・名鉄河和線阿久比駅及び巽ヶ丘駅について、駅前広場や駐輪場などの整備や、バリアフリー化を推進し、誰もが

使いやすい駅周辺環境の形成を促進します。
・利用者のニーズに合わせた鉄道輸送の強化などを要望します。
・町内の各拠点を結ぶ身近な移動手段である循環バスの維持・継続を図るとともに、住民意向に応じたルート、運

行本数などの改善を検討します。

（３）第4次阿久比町障害者計画・第7期阿久比町障害福祉計画・第3期阿久比町障害児福祉計画（抜粋）
具体的施策 ・障がいのある人の身近な移動手段を確保するため、循環バスの利便性向上の検討と共に、オンデマンド交通の研究

にも取り組みます。
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２．阿久比町の公共交通について
（１）阿久比町の公共交通の概要

マップを作成予定
（アグピー号の写真等を追加）

名古屋鉄道 「名鉄河和線」

阿久比町循環バス 「アグピー号」

阿久比町内を南北に
縦貫し、周辺市町村
へのアクセスを担う。

（出典）名古屋鉄道HP

（出典）阿久比町HP

市内の主要な目的地
へのアクセス支援と
して運行されている。

毎日運行
※12月29日～1月3日を除く利 用 日

無料利 用 料
１号車：ブルーライン
２号車：オレンジライン運行路線

６～７便
※７時台から18時台運行頻度

阿久比町

知多市
東浦町

常滑市

半田市

3

阿久比駅

植大駅

巽ヶ丘駅

坂部駅

白沢駅

※以後、「アグピー号」として表記。



（２）アグピー号の利用者数
○コロナ禍で利用者は落ち込み、その後は年間6万人台と
なっています。

○1～3月の利用者数がやや少なくなっています。
156155154153152151108107106105103102101便番

合計17:3015:4514:0012:2510:408:5518:4018:1016:2514:4011:209:357:56時刻

90.43.45.15.95.87.15.72.86.68.27.710.69.112.3月

105.43.95.37.86.28.95.63.59.08.08.813.110.514.9火

101.33.14.67.86.97.85.62.67.47.19.714.212.312.0水

90.12.94.26.86.36.13.93.06.08.47.812.011.711.1木

116.04.65.88.77.79.66.03.19.210.110.613.612.814.3金

75.32.43.85.36.96.14.00.83.36.48.19.210.19.0土

69.92.33.66.65.46.73.11.23.85.87.38.98.56.8日

71.33.12.85.95.86.63.61.04.15.77.310.18.17.5祝

■ブルーライン

256255254253252251207206205203202201便番

合計17:3015:4514:0012:2510:408:5518:1016:2514:4011:209:358:03時刻

83.22.62.24.23.45.99.02.25.711.011.216.79.0月

96.73.23.53.54.57.411.82.58.212.213.916.49.5火

90.42.32.92.64.39.011.52.06.410.911.716.310.4水

87.33.93.73.03.87.810.31.96.211.211.515.28.8木

99.83.54.41.84.27.012.22.78.413.214.817.99.8金

70.41.72.43.23.35.87.91.75.67.911.413.95.5土

50.90.91.91.72.32.24.31.34.47.09.712.13.0日

58.21.61.81.92.53.55.61.44.18.410.114.03.7祝

■オレンジライン

金曜日の利用者数が最も多
く、土日祝の利用者は、金
曜日の5～6割程度

両路線とも、午前～午後
1便目までの利用者数は、
曜日を問わず多い

○金曜日の利用が最も多くなっています。また、日曜日の利用
が最も少なくなっています（金曜日の約5～6割）。

（３）アグピー号の便別・曜日別利用者数

※1日当たりの利用者数（令和６年度実績）

83,699 85,396 81,549 79,093 

55,156 58,676 
63,406 63,170 62,261 

0

25,000

50,000

75,000

100,000

H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6

（人）

（年度）

ブルーライン

オレンジライン

■利用者数の推移

■月別の利用者数 ※令和５～６年実績
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３．公共交通空白について

○町内の大半の地域を公共交通（名鉄・アグピー号）がカバーしていますが、一部にカバーできていないエリア（空白
地域）が点在して残っています。

※バス停勢圏を300m、鉄道駅勢圏を
500mとして図化

（国土交通省「交通空白」解消本部における、「交
通空白」算出における数値設定）

（１）公共交通空白地域
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（２）公共交通（名鉄・アグピー号）の空白時間帯

※1 2017年10月から約3年間、「おかえりシャトル」として帰宅支援のバスを走行させていたが、利用者が少なく休止となっている。

6

②アグピー号
○アグピー号の運行本数は1日あたり6～7便であり、時間帯によってはバスが利用できない
時間帯（交通空白時間帯）が見られます。

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 2318 19 20 21 22

■「役場前」停留所におけるバスの出発時間（オレンジライン）

B 日中においても、方面によっては
3時間以上バスが来ない時間帯がある

A 早朝や19時台以降は便がない※1 C 各方面別では、1時間半以上の
間隔が空く場合がある

（時）

「役場前」停留所での出発時刻
：阿久比駅方面
：草木公民館・巽ヶ丘駅方面

：オレンジラインの運行時間

※2 名鉄・アグピー号に加え、タクシー事業者が町内の移動をカバーしている。

①名鉄・河和線
○早朝から深夜まで列車が運行しており、平日8～18時には1時間あたり8本（普通列車4本・優等列車4本）が運行しています。

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 2318 19 20 21 22

■名鉄河和線「阿久比駅」における列車運行時間帯

朝5時台から深夜0時過ぎまで運行している

（時）

：名鉄・河和線の運行時間

A B AC



○町内の住宅地は起伏のある場所への立地が多くなっています。
○自宅からバス停までの道のりに大きな高低差があり、高齢者や歩行に配慮が必要な方にとって移動が難しい場合があります。

（出典）地理院地図 色別標高図（DEM5A）

①

②

③

④

①

②

③

④

①

100ｍ

100ｍ 100ｍ

100ｍ

距 離：約330ｍ
標高差：約30m

平均勾配：約9.1％

距 離：約320ｍ
標高差：約20m

平均勾配：約6.3％

距 離：約380ｍ
標高差：約14m

平均勾配：約3.7％

距 離：約450ｍ
標高差：約23m

平均勾配：約5.1％

凡例
高低差の大きい地域
アグピー号ルート
バス停・鉄道駅勢圏

凡例
バス停

（３）地理的特性による交通空白・不便

一
部
抜
粋
し
て
記
載
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４．移動実態
○買い物先や医療施設が北部・南部にそれぞれ立地しており、北部地域・南部地域それぞれの地域内での移動が主となっ
ています。

南部は、アピタへの移動が多い

北部は、ユーストア（旧ピアゴ）
・カネスエへの移動が多い

（出典）行政協力員アンケート、民生委員・児童委員アンケート（令和７年実施）より整理
背景の目的地施設分布は、令和６年度実施の町民アンケートより整理

北部は浅井外科への移動が多い

南部は竹内整形外科・内科、
ハーブ内科皮フ科への移動が多い

■地区別の買い物先（１～３位を整理） ■地区別の買い物以外の外出先（１～３位を整理）
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71.4%

20.4%

15.5%

17.5%

26.2%

17.5%

10.7%

7.8%

14.1%

3.4%

10.2%

0% 20% 40% 60% 80%

運行便数を増やす

目的地(バス停)を増やす

バスのルートを分かりやすくする

始発時刻を早くする

終発時刻を遅くする

鉄道や他のバス路線との乗継ぎ

バス待合環境(バス停の屋根やベンチ等)

バス乗場の位置や時刻表等の分かりやすさ

決まった区間内で自由に乗降できる

幅員が狭い所を小型車両で運行する

その他

利用する

7.5% 電話予約ができるの

であれば利用する

5.4%

インターネットで予

約できるのであれ

ば利用する

5.8%

必要な状態になれば

利用する(高齢により

自動車が運転できな

くなった時など)

42.4%

わからない

21.8%

利用しない

17.1%

利用できな

かったことが

ある

31.1%
利用できな

かったこと

はない

68.9%

５．町民ニーズの整理
（１）アグピー号に対する町民ニーズ （２）デマンドタクシーの利用意向

多くの方が利

用すると思う

19.6%

一部の方は利

用すると思う

63.0%

ほとんどの方

は利用しない

と思う

8.7%

分からない

8.7%

(N=46)○約３割の利用者が、混雑して
いる際に、満員で利用できな
かったと回答しています。

○求めるサービス改善としては、「運行便数を増やす」
が最も多くなっており、運行便数の増加が求められて
います。

○町民アンケートにおいて「利用する」と回答した方の合計
は全体の約６割となっています。
また、地域の代表の方を対象としたアンケートにおいても、
「利用すると思う」と回答した方が、全体の８割以上と
なっており、潜在的なニーズが見られます。

（出典）バス利用者アンケート（R6）

（参考）町民アンケート（R6）

図 満員による利用不可の有無

図 サービスの改修内容

図 デマンドタクシーの利用意向

（出典）町民アンケート（R6）
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（出典）行政協力員アンケートおよび
民生委員・児童委員アンケート（R7）

約８割

約６割



６．公共交通再編の方針（案）

利用の多い時間を中心とした増便や空白時間帯の解消、
名鉄との接続改善、パターンダイヤ化などの、

限られた資源を有効活用した

アグピー号のサービスレベル向上

公共交通空白地域や、高低差などにより
既存の公共交通での移動が難しい方を対象とした、

新たな移動支援サービスの導入

公共交通空白地域

公
共
交
通
に
関
す
る
問
題
点

・一部に公共交通がカバーできていない地域が残っている。

高低差
・公共交通カバー地域においても、自宅からバス停までの高低差が大き

い地域が見られる。

空白時間帯
・日中の買い物・通院時間帯においても、アグピー号が来ない時間帯（交

通空白）がある。

乗りこぼしの発生
・利用者の約３割が、満員で乗車できなかった経験がある。

移動実態
・北部・南部それぞれに生活に必要な施設が揃っており、南部・北部の中で

の移動が主となっている。

アグピー号
・午前中～午後の1便目までの利用者数が多くなっている。
・増便に対する要望が大きい。

デマンドタクシー利用意向
・アンケート回答者の約６割がデマンドタクシーの利用意向を示している。

現
況
・
町
民
ニ
ー
ズ

○前述の各種調査結果や、阿久比町を取り巻く環境を踏まえ、次の公共交通再編方針（案）を掲げます。

方針１

方針２
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阿久比町の公共交通における課題

アグピー号のサービスレベル向上が必要

アグピー号の利用が難しい方への移動支援が必要

限られた資源の中で、持続可能な運行体系の構築
が必要

公共交通の担い手不足・財源の制約
・全国的にドライバー不足が深刻化しており、町でも安定的な運行を支え

る担い手の確保が課題となっている。
・限られた財源の中での運行継続・効率化が求められている。

名鉄河和線を軸とした都市構造
・名鉄河和線が町を南北に縦貫し、周辺市町へのアクセスを担っている。



７．めざす地域公共交通の姿（案）

めざす地域公共交通の姿（案）

都市間・都市内幹線

地域内交通

地域内支援交通

中心拠点（阿久比駅）

その他拠点（鉄道駅）

凡例

高速・大量

中速・中量

低速・小量

○前頁までの課題の整理を踏まえ、阿久比町のめざす地域公共交通の姿（案）を下記のように定めます。

■公共交通機関の役割

サービスレベル
の目安

交通
機関役 割区 分

優等列車
：毎時4本
普通列車
：毎時4本

名鉄
河和線

・名古屋や半田方面への町外への移動を
支える骨格の交通（都市間幹線）
・町内各地から阿久比駅および買い物や
通院など、日常の移動を支える交通

（都市内幹線）

都市間・
都市内
幹線

毎時1本アグピー号・町内各地から阿久比駅および買い物や
通院など、日常の移動を支える交通

地域内
交通

利用者のニーズ
に応じて運行

デマンド
タクシー等

・地域内交通を補完するサービスとして、交
通空白地域・時間帯やバス停や駅までの
移動が難しい方の移動を支える交通

地域内
支援交通

利用者のニーズ
に応じて運行タクシー等・乗降場所に限らず、特定の目的や用途

に応じた柔軟な交通その他

速度・輸送量の目安

11

市街化区域



８．アグピー号の再編方針について

再編後現行比較項目

平日午前：3ルート（3台）
その他の時間帯（平日午後、土日祝）

：2ルート（2台）

2ルート（2台）運行ルート

約8～10便（平日）6～7便運行頻度

パターンダイヤ※1時刻によって異なるダイヤ

午前中：名古屋方面の名鉄特急に接続
午 後：名古屋からの名鉄特急に接続

特定の列車との接続
は無し

名鉄線との
接続

○公共交通再編の方針（案）及び、めざす地域公共交通の姿（案）を
踏まえ、アグピー号の再編案を次のように示します。

再編のポイント

➤次頁以降で詳細イメージを説明

■現行の運行形態との比較

サービスレベル
の目安

交通
機関役 割区 分

毎時1本アグピー号町内各地から阿久比駅および買い物や
通院など、日常の移動を支える交通

地域内
交通

※１ パターンダイヤとは？
○パターンダイヤとは、毎時同じ時刻に発車する、
分かりやすいダイヤ（等間隔のダイヤ）のことです。

覚えやすく、利用しやすい！

パターンダイヤ同士は
上手に乗り継ぎができる！

時刻表

15 4510

15   4511

15   4512

パターンダイヤの例
（名鉄 阿久比駅発の特急）
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①
運
行

ル
ー
ト

②
運
行
頻
度

・
ダ
イ
ヤ

①運行ルート

②運行頻度
・ダイヤ

現在の路線を再編し、グリーンラインを新たに追加します。

増便を実施し、より利用しやすくなります。

パターンダイヤとなり、分かりやすいダイヤになります。

名鉄との乗り継ぎが便利になります。

➤P13

➤P14



現在の路線を再編し、グリーンラインを新たに追加します。

※本ページは、再編の考え方の説明です。記載しているルートはすべてイメージであり、運行開始時には異なる可能性があります。

現状の運行体系 再編後（平日AM） 再編後（平日PM、土日祝）

環状運行
交互に

環状運行

台数：２台 台数：３台 台数：２台

13

※ルート延伸についても検討を行いましたが、延伸を行うことで、パターンダイヤの実現が難しくなることから、今回は延伸を見送っています。

①運行ルート

利用の多い平日の午前中は、阿久比駅南のルートを新たにグリーンラインとして運行します。
阿久比駅の南側は環状運行とし、平日の午前中はグリーンライン、その他の時間帯（平日午後、土日祝）はブルーライン

とオレンジラインが交互に運行します。



現状

分時

8

359

10

2011

増便を実施し、より利用しやすくなります。

行きの例）町内各地 名古屋方面名鉄との乗り継ぎが便利になります。

※2 本ページは、再編の考え方の説明です。記載しているダイヤ・時刻はすべてイメージであり、運行開始時には異なる可能性があります。

再編後
平日AM

分時

208

209

2010

2011

名鉄・特急
（名古屋方面）

アグピー号
（阿久比駅方面）

名鉄
名古屋駅阿久比駅

町内
各バス停

着発着発

10:4410:1510:08例)9:50

11:4411:1511:08例)10:50

再編後
平日PM、土日祝

分時

1314

15

1316

1317

アグピー号
（阿久比町各方面）

名鉄・特急
（阿久比・半田方面）

町内
各バス停阿久比駅

名鉄
名古屋駅

着発着発

例)16:3016:1316:0915:41

例)17:3017:1317:0916:41

帰りの例）名古屋方面 町内各地
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利用の多い平日の午前中を中心に、全路線で運行本数を増便します。
➤現状の6～7便/日 から、再編後は8～10便/日 程度になります 。

パターンダイヤを基本とし、分かりやすいダイヤになります※1。
➤午前中は毎時1本のパターンダイヤになります。
➤午後は3時間の内、1時間は便のないパターンダイヤになります。

すべての便で、名鉄河和線・特急に接続します

（午前は名古屋方面へ、午後は名古屋方面からの接続）。

※1 平日の午前中以外の時間帯では、車両運用の関係で、3時間の内、1時間は便のない運行形態となります。

②運行頻度・ダイヤ

パターンダイヤとなり、分かりやすいダイヤになります。

■再編後の時刻表イメージ

■再編後の名鉄との乗り継ぎイメージ



９．デマンドタクシーの実証実験について
○公共交通再編の方針（案）及び、めざす地域公共交通の姿（案）を
踏まえ、地域内交通を補完する「地域内支援交通」として、デマン
ドタクシーの実証実験を検討しています。

サービスレベル
の目安

交通
機関役 割区 分

利用者のニーズ
に応じて運行

デマンド
タクシー等

地域内交通を補完するサービスとして、交
通空白地域・時間帯やバス停や駅までの
移動が難しい方の移動を支える交通

地域内
支援交通

（参考）半田市おでかけタクシー
半田市おでかけタクシーは、事前登録した住民が自宅から病院・スー
パー・駅など、決められた目的地へ移動できる乗り合いタクシーです。
運行は毎日午前 9 時～午後 4 時。利用日の7日前から当日まで電話予約
ができます。ただし、目的地同士を直接行き来することはできません。
ご自宅前にタクシーが迎えに来るので、免許返納後や日常の買い物の足
として便利です。（半田市HPより整理）

内容項目

9:00～16:00運行時間

一般のタクシー車両車両

500円/回程度の料金設定を検討料金

自宅⇔あらかじめ決められた町内の主要施設
（スーパー・病院・駅など）

目的地

電話のみ予約方法

登録をした町民であれば誰でも利用可能対象者

■デマンドタクシー 実証実験イメージ

デマンドタクシーとは？

デマンドタクシーとは、利用者が予約をすると、自宅から町内の主要な施
設まで移動できる“予約型の交通サービス”です。決まった路線や時刻表
がないため、日常の通院・買い物・駅への移動などを、より柔軟に行うこ
とができます。

買い物・通院の移動手段として利用されています！

■デマンドタクシー実証実験における運行案

15



D案（個別の地区）C案（北部・南部内＋北部⇔南部）B案（北部・南部）A案（町内全域）項目

運行イメージ図

例）草木地区：52％67％
北部：38％
南部：49％

67％
目的地までの
移動カバー率

※R6アンケートから整理

・交通不便地域へのピンポイン
トでの支援が可能

・移動実態に合わせた運行区域
・アグピー号の補完の役割
・遠方への外出もカバー
➤「めざす地域公共交通の姿」

に合致

・移動実態に合わせた運行区域
・アグピー号の補完の役割
➤「めざす地域公共交通の姿」

に合致

・町内全域の移動をカバー可能メリット

・他の公共交通未カバー地域へ
の拡大が難しい

・公共交通未カバー地域に居住
していないが、移動が不自由
な方が利用できない

➤「めざす地域公共交通の姿」

と一部を除き不一致

・遠方への外出に利用しにくい・遠方への外出に利用できない

・アグピー号や名鉄などと役割が
重複している

➤「めざす地域公共交通の姿」と

不一致

デメリット

△○○△運行体系の評価

○デマンドタクシーの実証実験における運行体系を次のように整理し
ています。

サービスレベル
の目安

交通
機関役 割区 分

利用者のニーズ
に応じて運行

デマンド
タクシー等

地域内交通を補完するサービスとして、交
通空白地域・時間帯やバス停や駅までの
移動が難しい方の移動を支える交通

地域内
支援交通

他の交通手段との分担等を踏まえ総合的に判断し、この２案を軸に実証実験に向けた検討を進めていきます。

16

町内全域の目的地
へ移動可能

北部・南部それ
ぞれの目的地へ
移動可能

B案が基本だが、
北部⇔南部の移動
も支援

個別地区からの移動
のみを対象とする
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今後のスケジュール（想定）
令和7年12月
～令和8年1月

令和8年10月頃
巡回バス「アグピー号」路線再編を実施し、運行開始予定
阿久比町デマンドタクシー（仮称）実証実験開始予定

【今回】公共交通再編計画（案）にかかるパブリックコメントの実施

アグピー号の再編 デマンドタクシーの導入

公共交通空白地域や、高低差などにより
既存の公共交通での移動が難しい方を対象とした、

新たな移動支援サービスの導入

方針１ 方針２

現状の運行体系 再編後

再編後
平日AM

分時

208

209

2010

2011

再編後
その他

分時

1314

15

1316

1317

再編前

分時

8

359

10

2011

※記載しているダイヤ・時刻はすべてイメージであり、運行開始時には異なる可能性があります。

午前中の増便を中心に、アグピー号の空白時間帯が改善されます。
分かりやすいダイヤになり、名鉄との乗継ぎも改善されます。

便数：

約6～7便/日

便数：

約8～10便/日

空白地域や移動が難しい地

域では、デマンドタクシー
の導入により移動が確保さ
れます。

公共交通再編の方針

平日午前中 ：ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝとして環状運行（3路線[3台]で運行）
その他の時間帯：ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝ・ｵﾚﾝｼﾞﾗｲﾝが交互に環状運行（2路線[2台]で運行）

再編の狙い・効果

阿久比町公共交通再編計画の決定令和8年3月頃

利用の多い時間を中心とした増便や空白時間帯の解消、
名鉄との接続改善、パターンダイヤ化などの、

限られた資源を有効活用した

アグピー号のサービスレベル向上


